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授業概要・ 

目的 

「地域」に焦点を当てて学ぶ意義を理解し、地域ではどのような課題が存在しているかを学ぶために、テーマごとに学習をします。その後、体験

学習では過疎地域である由良町を対象として、由良町の現状と課題を知った上で、現地に赴いて、グループ単位で調査の上、解決策を考え発表し

ます。 

この授業は、講義のテーマによって担当教員が変わるオムニバス授業です。 

到達目標 

・地域のことを学ぶ意義を理解する。 

・地域の課題を理解する。 

・地域の課題について解決策を提案できる。 

・グループ内で相互理解を図りながら活動できる。 

・グループの中で自分の役割を理解しながら活動できる。 

授業方法と 

留意点 

グループで議論等をした上で、グループごとに発表するといったグループワークが中心の授業です。 

第２回目、３回目は外部講師による体験型の研修となります。 

第 11 回目は和歌山県由良町での体験学習となります。 

グループワークで学習を進めて行きますので、グループのメンバーに迷惑がかからないよう責任のある行動をしてください。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

４月８日（土） 

到達目標や授業方法、成績評価方法等に

ついて説明します。 

地域のことを学ぶ意義を解説します。 

（荻田・鶴坂） 

【事前学習】 

シラバスをみて、内容を確認する。 

地域のことを学ぶことについて自分なりに考える。 

【事後学習】 

地域という視点で新聞等のニュースを探し、読み、

自分なりの意見を考える。 

2 
自己の探求 

４月１５日（土） 

自己理解を深め、他者への配慮をしなが

ら主体的に行動できるための体験型セ

ミナーを受講します。 

(外部講師） 

体験型セミナーでの気づきをまとめる。 

3 
自己の探求 

４月１６日（日） 

自己理解を深め、他者への配慮をしなが

ら主体的に行動できるための体験型セ

ミナーを受講します。 

（外部講師） 

体験型セミナーでの気づきを今後、どのように活か

すかを考える。 

4 
今、地域で何が起きているか 

５月６日（土）１限 

人口減少時代の都市・地域の問題や課題

について解説し、地域貢献活動の重要性

について考えます。 

（鶴坂） 

【事前学習】 

キーワード「消滅都市」について調べる。 

【事後学習】インターネットで地方都市では具体的

にどのような問題が発生しているのか、その問題を

どうやって解決しようとしているのかを調べる。 

5 

地域経済・経営 

－地域の観光・ブランディン

グ－ 

５月６日（土）２限 

観光資源を活用した地域経済の活性化

と地域のブランディングについて学習

し、都市部と過疎地域での取組の違いを

議論します。 

（鶴坂・久保） 

【事前学習】 

地域資源を活用した観光によるまちおこしの事例

を調べる。 

【事後学習】 

自分の地元と和歌山の観光の目玉を考える。 

6 

地域環境・防災 

－空き家の現状と課題－ 

５月６日（土）３限 

大都市周辺市街地と地方農山村部とで

は空き家を取り巻く状況は異なります。 

地域特性ごとに異なる空き家の現状と

課題を学習し、寝屋川市や和歌山県下の

市町村などを対象とした空き家対策な

どについて議論します。 

（平田・稲地） 

【事前学習】 

授業前に国内の空き家問題を概観するために、国土

交通省や自治体などが行っている調査結果、対策、

制度など情報をインターネットなどで収集・整理し

ておくこと 

【事後学習】 

授業後は議論した内容を整理しておくこと 

7 

地域政策・文化 

－地域とスポーツ－ 

５月２０日（土）１限 

地域とスポーツとの関連；「トップスポ

ーツ（プロ野球やプロサッカー、ラグビ

ーのトップリーグ、都道府県対抗駅伝な

ど）との循環による郷土愛的な地域性」

および「地域スポーツクラブにおける住

民のスポーツ参加」について理解・議論

します。 

（藤林・内部） 

【事前学習】 

事前に提示するキーワードについて予習しておく

こと 

【事後学習】 

授業ノート等で復習すること 

8 

地域医療 

－地域で健康な生活を送る

には？－ 

５月２０日（土）２限 

地域で健康な生活を支える上で住民が

活用できる、組織、サービス、専門職に

ついて理解し、地域で健康な生活を送る

ための課題を多様な視点から話し合い

ます。 

（荻田・田中） 

【事前学習】事前に提示するキーワードについて各

自調べておくこと。 

【事後学習】 

授業で発表された内容について整理し、地域医療に

関する知識をまとめておくこと。 

9 

事前学習① 

由良町関係者の講演 

５月２０日（土）３限 

和歌山県由良町役場の方に来学いただ

き、由良町の現状や課題をお聞きしま

す。 

【事前学習】 

和歌山県由良町の概要を調べる。 

【事後学習】 

和歌山県由良町の課題をまとめる。 

10 

事前学習② 

グループワーク 

６月３日（土）１、２限 

由良町を対象として、地域経済・経営、

地域政策・文化、地域環境・防災、地域

医療のどの切り口で課題発見や解決策

に取組むかをグループで検討します。ま

た、グループ内での分担を決めます。 

【事前学習】 

グループでどの領域の問題を取り扱うか決めてお

く。 

【事後学習】 

由良町でのフィールドワークの準備を行う。 

11 

体験学習 

（和歌山県由良町） 

６月１７日（土）終日 

由良町に出かけ、フィールドワーク（調

査）を行います。 

【事前学習】 

現地で調べることについて予備調査しておく。 

【事後学習】 
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 現地で得られた情報をまとめておく。 

12 
プレゼンテーション講座 

７月１日（土）１限 

プレゼンテーションについての解説、パ

ワーポイントによる資料作成方法の解

説をします。 

（石井、鶴坂） 

【事前学習】 

現地で得た情報をまとめておく。 

【事後学習】 

スライドをつくってみる。 

13 

事後学習① 

グループワーク 

７月１日（土）２限 

現地で得た情報の整理をもちより、発表

できる形にしていきます。 

【事前学習】 

グループで情報を共有化しておく。 

【事後学習】 

発表できるよう準備をする。 

14 

事後学習② 

成果発表会 

７月１５日（土）１、２限 

作成したスライドを使い、成果発表を行

います。 

【事前学習】 

発表の練習を行う。 

【事後学習】 

他のグループの取組内容の整理をする。 

発表したときのコメントや質問を自分たちのグル

ープの発表内容に反映させ、レポート作成に役立た

せる。 

15 

事後学習③ 

ふりかえり 

７月１５日（土）３限 

「地域と私」全体の総括、ふりかえりを

行います。（鶴坂） 

【事前学習】 

これまでのプリントや副専攻課程ガイドブック等

を整理する。 

【事後学習】 

副専攻課程ガイドブックの完成、レポート作成。 

 

関連科目 ソーシャル・イノベーション副専攻科目群 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

グループワークの成果物 40％ 

グループの成果発表   20％ 

最終レポート      40％   60％で合格とする。 

学生への 

メッセージ 

地域で起きていることを自分ごとにしていくための基礎を形成する授業です。また、副専攻科目を履修していくうえでの、基本的な学びができる

科目でもあります。基本をしっかり身につけ、さらに学びを深めるためにも、主体的な学びの姿勢を期待します。 

担当者の 

研究室等 
鶴坂研究室 11号館７階 

備考  
 


